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Abstract：The　olfactory 　sensitivity 　reduce 　by　continuing 　sniffing 　odors ．　The　phenQmenon　is　called 　adaptation ．　b 　this　study ，
we 　were 　intended　to　clarify 　characteristics 　ofthe 　adaptation 　by　the　continuance 　presentation　of　various 　odors ，　We 　focused　lO

kind　of 　odors 　in　the　living　environment ．　Panels　sniffed 　by　the　olfactometer 　method 　for　40　minutes．　Panels 　set 　it　to　odor

intensity　approximately 　3　at　the　time　of 　an 　experiment 　start．　We 　used 　the　tirne　intensity　scale 　for　the　answer 　method 　of 　the

panels，

The 　results 　are　as　f｛）llows．

1）There　were 　odors 　which 　adaptation 　were 　easy 　to　happ  ．

2）We 　were 　able 　te　classify 　10

kinds　ofodors 　in　3　groups　from　a　pattern　and　individual　difference　ofthe 　adaptation ．

3）We 　con 行  ed 血e　characteristic 　of 血e　drop　on 　each 　odor 　by　a　ch 跏 ge　at　time．

Key 　wor 【ls： adaptation，　o旦飴ctory 　odor ，　sme11 ，　sense 　strength ，　continuous 　exposure

要旨 ：嗅覚 は に お い 刺激 を持続的 に受 容 です る こ とで 、にお い を感 じ る強 さが 低下す る順応 が 起 こ る。順応 は 日

常生 活 で も頻繁 に 起 こ る現象 で あ り、既往 の 研究も進 ん で い る が、複数 の に おい 物質を対象 とし た順応の 研 究 は

少 な い 。本研究で は 、日常生 活 で 馴 染み が あ り、臭 気質 が 異 な る 10 種 類 の にお い 物 質 を対 象 と し、連 続 提 示 に よ

る感覚強 度 の 低 下 の 特徴 を明 らか にす る こ とを 目的 と し、検討 を行 っ た。オ ル フ ァ ク トメ
ー

タ
ー

法を用 い 、臭気

強度 3 程度に 調 整 した 試料ガス を 40分 間連続 暴 露 させ 、Time　Intensity ス ケー
ル で 感覚強度 を 測定 し た。感覚強

度の 低 下 の 基 準 を TI 値 50 と し、検討 を行 っ た。結果、に お い 物質 に よ り感覚強度の 低下 が 起 こ りやす い 物 質が

ある こ とが 確認 で き、起 こ りやす さと個人 差か ら 10 種 の 物 質 を 3 グル
ープ に 分類す る こ とが で きた。感覚強度 の

経 時 変 化 に 対 して は、物 質 ご とに 感 覚 強 度 の 低 下 の 特 徴を確認 す る こ と が で き た 。

キー
ワ
ード ： 順応 、嗅覚特性、に お い 、感覚強度、連続 暴 露

　　　　　　　　 1 ．は じめ に

　嗅感覚 は に お い 刺激 の 連続暴露に よ り感覚強度 が 低

下 す る順 応 が 起 こ る こ とで 知 られ て お り、嗅覚順応 に

つ い て は順応パ ター
ン の 解明 （斉藤ら，2004＞や、提

示 の 間 欠 パ タ
ー

ン に よ る感覚 強 度 の 変 化 の モ デル 化

（山 中 ら，2014）な ど さま ざま な 検討が な され て い る。

しか し、用 い ら れ る に お い 物 質 は 主 に 悪 臭 と され る も

の で あ り、数 も少 ない 。今 日 の 日 常生 活で は に お い ・

か お りへ の 関 心 が 高 ま っ てお り、ニ
ーズ も多様化 して

い る。本 研 究 で は 、日常生 活 で 馴 染み が あ り、臭気質

が 異 な る 10種 類 の にお い 物 質 を対 象 と し、連 続 提 示 に

よ る嗅覚順応 の 特徴 を 明 らか に す る と と もに、順応 に

つ い て 物 質問で 比 較、検討 を行 う。

　　　　　　　　　　2 ．方法

2 − 1．実験条件

　本 研 究 で 用 い た 10種類の サ ン プ ル を表 1 に 示 す。パ

ネル に つ い て は表 2 に示 す 通 りで あ る。嗅 覚 パ ネ ル 選

定 試 験 に合格 し、喫煙経験の ない 19〜21歳 の 男女 6 名

を採用 した。

2 − 2 ．実験装置

　実験 装 置 を図 1 に示 す。本 装 置 は シ リカ ゲル 、活 性

炭 を通 過 させ た 無 臭空 気 と無 臭空 気 を 用い た 高濃度試

料ガ ス を 流量 調 整器 を用 い て、混 合 割 合 を 調節す る こ
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表 1　 試 験 で 用 い る に お い 物 質

試料番号 化合物名

A 1−Carvone
B β

一Cary。phy11ene

C Dimethyl　sulflde

D Eth 「maltoI

E Eth　 l　vanillin

F GeranioI
G d−Limonene
H 1−MenthoI
1 α

一Pinene
J Skatole

パ ネル 1

表 2 　 パ ネ ル 属 性

パ ネル 番号 123456

性別 男 女 女 女 女

年齢（歳） 212121211920
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　　　　　　　　　図 1 実験装置
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図 2　各 パ ネ ル の サ ン プル ご との TI値 50 に な るま で に 要 した 時間

とで
一

定濃度の 臭気 を連続提示 す る。

2 −3 ．実 験 手 順

　実験手 順を以 下 に示 す。

  装置 の 立 ち上 げ を行 う。

  パ ネル を楽な姿勢で 着座 させ 、鼻あ て をパ ネル の 鼻

の 位置 を調整 す る。

  流量 調 整器 で 、高濃度試料 ガ ス と無 臭空 気 を混 合 さ

せ た試料 ガ ス の 提示 量 の 調整 を行 う。 こ の 際、被験者

が臭気強度 3 の 楽 に感知で きる強さで 、全 量 1Lに な る

よ う流量 を調 整す る。

  感覚強 度評 価 に は Time　 Intensity （以 下 TI とす る ）

ス ケ
ー

ル を用い 、レバ ーを 矢印に 合 わ せ た状 態で、に

お い 提 示 を 開始 す る。

  にお い 提 示 時間 は 40 分間 と し、強 く感 じた ときは レ

バ ーを 右へ、弱 く感 じ た と き は レ バ ー
を 左 へ操 作 させ

た。なお、1秒 ご とに デ
ータ取 りを 行 う。

  に お い 提示 終 了 時 に TI ス ケ
ー

ル を停止 し、に お い ア

ン ケートを 行い 、臭気強度、’
決不 快度、嗜好 性、片側

尺 度 の 臭気質評価 の 評価 を行 わせ た。

　実験方法の 詳細と し て 、感覚強度評価 に用 い る ス ケ

ー
ル は 左 端 に 0、左 か ら4 分 の 3 の 部分 に矢印を記 し、

左 か ら 4 分 の 3 の 矢印 を初期提示 時 の 感覚強 度 と した。
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図 3　 パ ネ ル 5 の 経過時間 に おける Tl値の 推移

また パ ネル の 疲労 を考慮 し、試験 は 1 日 2 回 まで とし

た。なお、順序 効果 が ない よ う、パ ネル 6名 そ れ ぞれ

ラ ン ダム 法で 試料提示 を行 っ た。

　　　　　　　　 3 ．解析方法

本研究 で は初期濃度 に お ける感覚強度を TI 値 100、

ス ケー
ル 0 の と き を TI値 0 と し、検討 を行 っ た。感

覚強度 の 低下 の 基準 は TI 値 50 と した 。試験 で は 1秒

ご とにデータ採 取 を行 っ た が、にお い 提 示 開始 4 秒で

感覚量 の 低下 が 見 られ る とい う研究 （樋 口 ら，1994）

か ら、4 秒 ご と の TI 値 の 平均 値で 結果 を示 す こ と と

した。

　　　　　 4 ．実験結果お よ び考察

4 − 1 ．TI 値 50 に な るま で の 経過時間か らの 検討

　各パ ネル の サ ン プル ご との TI 値 50 に な るまで に 要

した 時 間 を図 2 に示 す。パ ネ ル に よ り所 要 時 間 に差 は

み られ る が、パ ネル 5 以 外 は 全 て の 試 料 で TI 値 50 以

下 を示 した。しか しパ ネル 5 は Dimethyl　sulfide 、Ethyl

vanillin で TI 値 50 以 下 に ならなか っ た。パ ネル 5 の

TI 値の 経時 変化 を図 3 に 示 す。
一

度は TI値 50 以 下 を

示 した 試 料 で も、実験 終 了 時間 で あ る 40 分 後 で は ほ と

ん どの 試 料で TI 値 70 以上 を示 す こ とか ら、パ ネ ル 5

は 他 の パ ネル と比 較 し て 感覚強度の 低下 が起 こ りに く

い こ とが 明 らか に なっ た。パ ネル 5 は、他の パ ネル と

は 異 な る TI値 の 変動 を 示 した た め、そ の 原因 を詳 細 に

検討必 要 が あ る と考え られ る。そ こ で 、本研 究で は、

TI 値の 低下 が顕著に認 め られ た パ ネル 5 を除く 5 名の

パ ネル の TI値 に 着 目 して 各試 料の 特徴 を検討す る。

　各 サ ン プ ル の TI値 50 に な る ま での パ ネル 5 名 の 平

均 所 要 時 間 と標 準 偏 差 を図 4 に示 す。TI 値 50 に な るま

で に要 し た 平均所要時間が 短く、標準偏差 が小 さい も

の を （1）、所 要 時間 が 短 く標 準 偏 差 は 大き い もの を

（n ）、所要時間が長 く標準偏差が 大 き い もの を （皿 ）

・1・｛籌iiiii
  ｛噸 liiiii
佃 ・｛灘 iiiii

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 00 ：00 　 10rOO　 20 ：eO 　 3thOO
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図 4 　各サ ン プル の TI値 50以 下 に なるまで の

　 　 　 　 　平 均 所 要 時 間 と標 準 偏 差

に 分 類 し た 。 （1 ） は 木 調 を 香 気 を 有 す る β

一Caryophyllene、α
一Pinene、甘い 香気を有す る Ethyl

malto1 、　 Ethyl 　 vanillin 、（ll） は バ ラ様香気 を 示 す

GeraniQl、物 質濃度に よ り臭気 質 が 変化す る 物質 で あ

る Dimethyl 　sulfide 、　 Skatole （皿 ）は ミン ト様香気 を

示 す Henthol 、1−Carvone、シ トラ ス 調 の 香気を示 す

d−Limonene に 該 当す る と考 え られ る。（1）は感 覚強 度

が 低 下 しや す く、比 較的感覚強度 が 低下 （ll） は 平均

的 に は 感 覚強 度 が 低 下 しや す い が 、感 覚 強 度 低 下 に 要

す る時 間 に対 す る個 人 差が 大 き い と考 え る。（m ） は

（H ） と同 様、標準偏差が 大きい ため、個人 差も大き

く感覚強度 が低 下 しに くい 物 質で あ る と考え る。

4 − 2．経時変化 にお け る感 覚 強度 の 推 移

　斉 藤 ら （2004） の 研 究 に よ り、順応 の 時 間依存性 は

感覚 強度 が 時問 に対 して 、 5種 類 の 型 が 存在す る こ とが

明 らか に な っ て い る 、斉藤 ら は 10分間の に お い 提 示 を

行 っ て い る が、本研 究で は 40 分間 の に お い 提 示 を行 っ

て お り、提 示 時 間 に 違 い は あ る が、に お い 提 示 中 の TI

値 の 変化 に つ い て サ ン プル ご と に あて は ま る型 の 検討

を行 う。 サ ン プ ル ご との 経過時間 にお ける TI値平均の
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変 化 を 図 5 に 示 す 。 1−Carvone 、 β

一CaryQphyllene　、　　Ethyl　 maltol 　、　 Ethyl

vanillin 、Gerani 。1 は感 覚強度 が 時 間 に対 し、

指数関数的に減 じ て い くた め A型 で ある と考

え る。d−LimQnene、1−Mentho1 、α
一Pinene

は指数関数的に減 じ、そ の 後 A 型よ り高くな

る こ とか ら、パ 型 で あ る と考 え られ る。物

質濃度 に よ り臭気 質が 変 化 す る 物 質 で あ る

Dimethyl　 sulfide 、　 Skatole は 感覚強度 が減

じ、ま た 高 くなる こ とか ら、変動型 で あ る B

型 と 考え られ る。型別 の サ ン プル ご と の 特 徴

と して は、A 型 と A
’

型 は 目立 っ た特 徴 は な

か っ た が 、B 型 で は物質濃度 に よ り臭気質 が

変 化す る物 質 で あ る物 質 が分類 され た。

坦一ト

A型
125 　 ・

　　へ
tco ．‘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一 1．C自四〇ne 　　　　　　　　　β
一CコryOphγ］lene

：：等岬 啄 厭
z5000

／OOA

型
125　．

lD／OO 　 10 ：DO
経過 時問｛min ）

30 ：0D

1丶觀 細 tw、
　　　　　》

L＝ 鯉
祕 d −

・thyl ・・ n・ll・n 　 G … nl・1

40 ：00

　　　　　　　　5 ．まとめ

　本 研 究 で は、単
一

の に お い 物 質 を 対象 と し、

連続提 示 に よ る嗅覚順応 の 特徴 お よ び 物質

問 にお け る感覚強度 の 低 下 しや す さに つ い

て 検討 し た。に お い 物質に よ り感覚強度 の 低

下が 起 こ りやす い 物質が ある こ と が確認 で

き、起 こ りや す さ と個 人 差 か ら 10 種 の 物 質

を 3グル
ープ に 分類す る こ と が で き た。ま た 、

経 過 時 間 に よ る変 化 で は 物 質 ご と に 特 徴 が

確認 で きた。今後 は 、そ の 要因の 解明 と個人

差お よ び 各物質 の 特 徴 を 詳 細 に 検討 して い

くが課 題 で あ る。
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